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心配から天命へ（ヨハネ14:1-6）　
すべてを捨てて、また、すべてをかけてついてきたイエス様が突然、「もうしばらくしたら、あなたがたはわたしと一緒にいることはできないだろう。わたしはあなたがたを離れることになるよ」とおっしゃいました。その時、弟子たちは心配になり、不安で仕方がありません。ざわざわして心を騒がすことになりました。皆さんでしたら、どうしましょう。こういう状況で心を騒がせて心配をするということは、普通で当然ではないでしょうか。しかし、イエス様は、そのように心を騒がせている弟子たちに向かって「心を騒がせてはなりません。それは間違いなのですよ」と、平気で普通におっしゃっています。なぜなのでしょうか。私たちにも様々な心配事があり、不安材料がたくさんあると思います。ある人には、受験、就職のための心配、不安などがあるでしょう。また、ある人は、家庭の問題で、子どものことで心配をしているかもしれません。なにより私たちに切実な問題は、食べていく問題、経済のことで心配に陥っている方もいらっしゃるかもしれません。そして、いまの社会情勢、社会の様々な雰囲気などを見たときに、不安になるしかない人もいるでしょう。将来、未来は、どうなるのだろうということで、心配、不安になる人もいるかもしれません。そういうことが私たちにはたくさんあります。そのような不安材料、心配事の前で、私たちのレベルから見たときには、それが普通で、心配することが当たり前ではないでしょうか。弟子たちも同じ心境だったと思います。しかし、イエス様は、そのような私たちに向かって、心を騒がせてはいけません。心配しては行けないとおっしゃいました。だから、こういう状況で、このような不安材料、心配事がたくさんある中で、心配することは当然なのか、あるいは、それがおかしいのか、その問いかけだと思います。イエス様は、私たちは当たり前に心配するしかないと思っていることに対して、それはおかしいとおっしゃっているのです。なぜなのでしょうか。どうすれば、この心配、不安に打ち勝って、それを乗り越えられて、神様の栄光を現すことができるのでしょうか。
今日、すべては読んでいませんが、今日の聖書の箇所、ヨハネ14章すべてを読んでいきますと、イエス様がおっしゃったことが理解できます。そして、そこには、不安材料があり、心配事が確かにたくさんあるのですが、それに捕らわれず、負けずに、それを乗り越えて勝利できる秘密が紹介されています。言葉を変えますと、弟子たちが、自分のレベルで普通に心配するしかないと思っていた様々なこと、それは、本当は、心配に打ち勝つことができるこの奥義がわかっていないから心配したということになります。それを、2017年をスタートしながら確認していきたいと思います。
第一に、心配に打ち勝って、どんな不安材料があっても勝利できる秘密は、イエス様がキリストだということを告白することです。つまり、弟子たちが、不安材料があり、心配せざるをえない様々な状況があるから心配したわけではなくて、イエス様がキリストだということがよくわかっていないから心配に捕らわれだまされるしかなかったということです。イエス様は、キリストです。これを忘れてはいけません。どんな状況でも。いま弟子たちは、すべてを捨てて、イエス様についてきたのですが、イエス様がキリストだということがまだあいまいなのです。イエス様がキリストだということが本当にわかっていれば、彼らは離れていくということが決まっていることだし、当たり前なことにならないといけません。しかし、彼らは、イエス様が自分たちから離れるということを夢にも思っていなかったし、それを聞いた途端に「なにをおっしゃっているのでしょうか」と思います。それを裏返しますと、イエス様が彼らを離れて十字架に引き渡されるしかないキリストだということが、いまだにわかっていないのだねという話になります。だから、これからもだまされないように、惑わされないようにしてください。心配するしかないことがあるからではありません。その瞬間、特に、信徒のクリスチャンは、イエス様がキリストだということを忘れているからです。あるいは、いまだにイエス様を信じますと教会には通っているのに、イエス様が自分のキリストだということになっていないからかもしれません。イエス様がキリストだという告白は、すべての心配と不安に打ち勝つための力です。イエス様がキリストというのは、アダムとエバが罪を犯した途端に神様が約束された救い、創世記3：15女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕き、かかとに噛みつかれて血を流すと、その救い、福音の約束の主人公だということです。それがキリストです。女の子孫が生まれると言われた、その女の子孫という方がキリストなのです。その女の子孫は、蛇の頭を踏み砕き、目に見えない蛇をとおして人を滅ぼそうとして、神に敵対していたすべての問題の元凶である悪魔の頭を踏み砕く方がキリストです。そのことによって、罪に捕らわれていた私たちを罪から救い出すために、かかとに噛みつかれて、つまり、ご自分の尊い血を流されることによって代価を払われる方がキリストです。すべての罪をきよめられることによって、本来の人間、神様とともにいて、神の栄光を現し、神を信じることによって生きる、それが本来の人間でありますが、罪によってその神を離れることになりました。その人間が、また神様と一緒になるように、つまり、まことの人間回復をされる方がキリストです。だれも成しえないことです。絶対に、人間、世にあるものでは、やることのできないことをなされる方がキリストです。それなのにイスラエルの人は、イスラエルだけのメシヤだと勘違いしていて、また、多くのクリスチャンの方々が、私の願いのために、パンのために、役に立つ飯屋だと勘違いしているわけです。しかし、キリストはそういう方ではありません。女の子孫と言われていたメシヤ、その方です。ですから、キリストは絶対に通らないといけない道があり、働きがあるのです。これは絶対です。嫌なのか好きなのかは関係ありません。まずは預言どおりに、処女から生まれないといけません。処女から生まれることです。これは避けて通れない道です。そして、かかとに噛みつかれてと言われているように、罪ある私たちの代わりに、その罪をあがなうために、犠牲のいけにえとして、必ず、十字架につけられるようにならないといけません。これは避けられません。キリストならば。そして、主の力、悪魔の頭を完全に踏み砕いて勝利なさらないといけないので、死者の中から必ずよみがえられ復活しなければなりません。その方がキリストです。これは絶対に通らないといけません。もしも弟子たちが、今、従っているイエス様だと分かっていれば、なるほど、もう十字架に引き渡される時期が来たのだねと理解できたはずなのですが、「今何をおっしゃっているのですか。離れるというのは」と言うということは、キリストが絶対に通らないといけないということがわかっていなかったという裏返しになるでしょう、だから、心配に捕らわれるわけです。

改めて、繰り返し申し上げます。心配事があり、不安材料があるから、心配して、心を騒がせているわけではありません。イエスがキリストだということがわかっていないから、そして、キリストだからこそ、復活した後、天の御座に上らなければいけません。そこで新しい歴史を始め、この歴史が終わるときまで、すべての歴史の主となられて動かさなければいけないお方です。キリストならば。イエス様はそのキリストです。そして、それをすべて成し遂げられて、完璧に成就されました。十字架の上ですべてを完了されたとおっしゃいました。イエス様はキリストです。必ず通らなければいけない道を通って、すべてを完璧に解決された方です。ですから、私たちの方からは、ひとつしか残りません。義人は信仰によって生きる。ヨハネ1：12、イエス様はキリストなので、このイエス様をただ受け入れて、その名を信じた者は、神の子どもになる特権が与えられる。つまり、すべての問題を解決するようになります。何をしてでしょうか。教会に通うからではありません。断食の祈りをするからではありません。このキリストなので、そのイエス様をキリストとして、ただ受け入れること、信じることによって、すべての問題を解決します。まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方は信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきにあうことなく、死からいのちに移っているのです。完璧に存在が変えられます。信じるだけで、何も要求しません。イエス様がキリストなので、ただそのイエス様を信じただけで、死と罪の原理、滅びの運命から永遠に解放されます。イエス様はキリストなので、だれでもただこのイエス様を信じるだけで、神の愛から切り離すことができない、永遠に神の愛に捕らわれて生きる者に作りかえられるようになります。誰がでしょうか。このイエス様を信じる者です。なぜなのでしょうか。イエス様こそキリストだから、イエス様を信じただけで、ヘブル10：17-18に書いてあるように、もう二度とあなたがたの罪などは記憶もしない、もう二度と罪のためにいけにえをささげたりする理由は一切ありませんと宣言されるものになります。当たり前にいつ死んでもこのようにきよめられている人間なので、すべての問題を解決したので、天国に迎え入れられるように保証されます。天の御国の国籍を持つようになります。誰がでしょうか。キリストであるイエス様を信じているものは。本当にイエス様がキリストであれば、自分はすべての問題を解決して、すべての滅びの運命から解放されていて、天国が保証されている幸いな者だということがわかるでしょう。心を騒がしたり、心配することはないと思います。どんな状況であっても。イエス様が弟子たちにおっしゃいました。あなたがたのために、いるところを備えるために行く。天の御国に私たちの居場所を備えに行くとおっしゃっています。天の御国の国籍を、私たちは持つようになりました。何にも問題はありません。

問題のために心配するというのは、実は、神を離れてから生まれた症状なのです。死の恐怖に捕らわれて、一生奴隷として生きるのも、神を離れたときの症状なのです。イエスがキリストであれば、神様と一緒になったのではないでしょうか。そうならば、神を離れたときの症状は、もう終わりなのです。私たちとは関係ありません。「死、おまえの力はどこにあるのか。死など、私には怖くありません」といつでも告白しないといけません。イエスがキリストですから。これをあいまいにすると、サタンはすぐさま死の恐怖をもって、様々な心配事、いろいろな不安材料を持ってきて、昔のように遊ぼうと誘います。「昔はこういうことがあると、普通に平気で当たり前に心配して不安に陥ったでしょう。ぶるぶる震えて焦ったりしたでしょう。そうしようよ」。「いや、イエスはキリストなのだ。すべての問題は終わったのだ」。そして、イエス様が本当にキリストであれば、そのイエスを信じているものは、そのイエス様がもうひとりの助け主、聖霊様をとおして、いまも後も永遠にともにおられるようになります。このことを信じる信仰を持っていれば、どんな不安材料、どんな心配事があっても、それに打ち勝って勝利できます。つまり、弟子たちが心を騒がせていたのは、不安材料があるからではなくて、聖霊がともにおられ、いつまでもともにおられるという秘密がまったくわかっていなかったからです。それが、心を騒がせている理由なのです。よくよく考えてください。この部分が変わらなければいけません。私たちが、神様の恵みによって、イエス・キリストを受け入れて、神の子どもになりました。それにもかかわらず、変わることなく地上にいる間は、私たちは肉体を持って生きています。つまり、弱さもあり、弱点もそのまま、限界の中を生きる者です。そして、この世の中は、空中の権威を持つ、悪魔、サタンというものが、世の流れを作って動かして操っている暗やみの世界です。これを利用して、悪魔、サタンというものは、絶えず攻撃を仕掛けているところを、クリスチャンでありながらも、私たちはそこを生きていくしかありません。ですから、ついつい、「こうなるしかありません」と思うのですが、イエスがキリストなので、イエスがキリストだという一番のルールは、だから、聖霊がいつまでもともにおられる、もうひとりの助け主をあなたがたに送るとおっしゃっているのです。なぜなら、イエスがキリストだからです。弱さがあり、限界があり、険しく暗やみの世の中です。サタンが休まずにずっと仕事をしています。ですから、それに負けないように、十分勝てるように、もうひとりの助け主を送って、あなたがたの内側に入って、いつまでもあなたがたと一緒にいるからとおっしゃいました。これが、イエスがキリストですという裏返しです。皆さん、いつでもイエスはキリストだと告白する時には、もうひとりの助け主をとおして、御座にいらっしゃる勝利の復活のキリストが、いま私といつまでも内側にいてひとつとなってともにおられるのだと、これをセットで一緒に考えなければいけません。もうひとりの助け主聖霊様が内住するようになります。ヨハネ14章の後半の部分を読んでいきますと、すべてがそのお話です。だから、心を騒がせてはなりません。あなたがたはよくわかっていないのだね。私が離れることはもっといいことなのだよ。孤児のようにあなたがたを捨てずに、あなたがたの内側に来て、一生一緒にいるから、心を騒がせてはいけません。あなたがたは神の神殿であることがわかっていないのか。いつまでも永遠にともにおられると、ヨハネ14：16に書いてあります。それがどういうことなのかわかりますか。ヨハネ14：20には、私たちの頭では中々、理解できないとおっしゃっています。わたしが父の中に、わたしがあなたがたの中に、あなたがたはがわたしの中に。これがまるでぐじゃぐじゃミックスされていうかのような表現をしていらっしゃいます。そうなるために、私はあなたがたを離れるのだ。いまのように手に手を取って一緒に歩いたり食事をする、そういうレベルではだめなので、あなたがたの内側に入って、まるで父なる神様が私に、私が父の中にいる、三位一体の神様のような関係になるためには、十字架にかけられて、悪魔を打ち破って天に昇られるしかないのだ。そのときから初めて、もうひとりの助け主聖霊をあなたがたに送ることができるから。そういう関係、切り離すことができない関係にするために。その聖霊様が、すべてをあなたがたに教え、また、ヨハネ14：27には、世が与えることができない平安を与えて、あなたがたを導かれます。もしあなたがたが祈りができないほどだめなときには、聖霊があなたがたの代わりに嘆願しながら神様に祈るし、ローマ8：28には、すべてを働かせて益となるように、聖霊様が完璧に導かれて、ピリピ1：6には、良いことを始められた方が、キリスト、イエスがいまもそれを完成されていかれる。そのために聖霊が内住して導いていらっしゃるのだから、何も心を騒がせる理由などないでしょう。そして、その聖霊様が、あなたがたをとおして、聖霊の力、神の力を現すのです。だから、環境、状況、条件がどうであろうが、それが一切問題にならないように、それはあなたがたは知らなくてもいいと言ってもいいように、聖霊が臨まれて、その力を現します。聖霊が臨まれるときに、あなたがたは力を受けて、エルサレムから地の果てにまでわたしの証人となります。ですから、わたしがあなたがたを離れることは、心を騒がすことではなくて、ハレルヤとしなければなりません。聖霊が内住して導いて、聖霊の力が現れるのです。どこまで現れるのかというと、ヨハネ14：12です。そのときは、わたしがやることをあなたがたもできるし、それ以上のことができるようになる。それほどの聖霊の力が現れて与えられるようになります。なぜなら、もうひとりの助け主が、私たちの内側に来て、イエス様と一体化されるようになるからです。それが、イエスがキリストという意味です。預言者という意味です。神様と出会うための道というのは、そういう意味なのです。
私たちには心配事、不安材料はいくらでもあります。今何もなくても明日あるかもしれません。そのときに、それに捕らわれる理由は、ついつい普通に捕らわれるのでしょうが、仕方がないと思うのでしょうけれども、そうではなくて、イエスがキリストだということを忘れているからです。その告白の意味が分かっていないからです。つまり、もうひとりの助け主が、私の内側にいつまでもともにおられる存在だということを、さっぱりわかっていないからです。この二つのことを取り上げて、イエス様は、心を騒がせてはいけませんとおっしゃいます。これが、クリスチャンが心配してはいけない理由だし、心配しなくてもいい理由です。物事がうまくいくから、状況が整えられるから、心配しないという話ではありません。そういうレベルでは、いつまでたってもごりやくの信仰から逃げられないし、神社詣りと同じレベルの教会になるしかありません。何を食べるか飲むかが、いつもテーマであるだけです。イエスはキリストではないのか。もうひとりの助け主が、すべてに打ち勝って、環境、状況、条件が問題にならないようにすることができる聖霊があなたがたの内側にともにおられることではないのか。わたしはそのもうひとりの助け主をとおして、あなたがたといつまでもともにいることになる。そのために避けて通れない道が十字架なのです。いま十字架に行こうとしているのではないのか。それで、「なるほど、そうだったのか。だまされていたのだね。クリスチャンになる以前、神様から離れていたときの癖、それが刻印されていて、それがあまりにも当たり前だと思い込んでいて、チェックする暇も余裕も思いもないまま、自然にそれに入り込んでしまったのだね」。これが悔い改めるということです。そういうことは、あなたがたは知らなくてもいい。ここまでわかって、すべての心を騒がすしかない心配事に勝利できたときに、天命が見えてくるようになります。イエス様が、彼らをいま召されて、彼らから離れるときに、彼らを世に遣わされますという話をされます。彼らはいま天命のために召されているものなのです。それなのに、天命にはまったく気づいていません。だから、心を騒がすしかありません。つまり、心配と不安に勝利できるのは、天命を固く握るときなのです。

皆さん、2017年、スタートのこの時点で、はっきりと申しましょう。この世界、世の中は、二つのことばで片づけられます。ややこしく思ってはいけません。外見がどうであれ、先進国、後進国、人が良い悪い、一切関係ありません。神を離れているこの世は、暗やみであり、つまり、基本、不幸であり、滅びるところであり、だから、災いを逃れることができないところなのです。この世はそういうところです。ですから、この世の希望は、キリストしかありません。宗教にも経済の豊かさにも、科学の発展にも希望はありません。道徳と倫理と法律にも希望はありません。政治、文化、芸術、音楽、美術にも、希望などありません。医術にも希望はありません。世界中でこの御名のほかに、私たち人間が救われる名としてどのような名も与えられていません。だから、神様はクリスチャンの私たちに、いま心を騒がせている弟子たちにおっしゃっているのです。この世の中に出ていって、唯一の希望であるキリストを語りなさい。イエスがキリストだということを絶えず伝えなさい。この暗やみの世界に光を照らしなさい。これが天命です。それでこの暗やみの暗黒の王国の中に神の国を建てなさい。しかも、地の果てにまで行って。これが天命です。なるほど、このことのために召されたのだね。これが私の生きる理由なのだね。人生を生きる理由が、神の天命になる。これが信仰宣言です。勉強する時にも、勉強のために勉強するわけではありません。この天命のために勉強があるのです。就職も、この天命のために、この会社に行く。結婚も、この天命のために結婚する。今日、ご飯を食べるのも、風邪薬を飲むのも、この天命のためなのです。すべてがこの天命なのです。天命を聞かないといけません。でも、心配に、不安に捕らわれていると、天命を聞くことができないでしょう。

そして、この天命こそ、自分が生きる理由ですから、この天命こそ、絶対的な契約です。この福音が全世界に宣べ伝えられてから、この世の終わりの日が来る。つまり、だれも邪魔できないし止められません。私たちが心配して不安になること、心配事、不安材料がこの天命を邪魔したり止めることはできないということです。むしろ、今まで心配事、不安材料だと思っていたそれが、逆に天命こそ絶対なので、この天命を成し遂げるためのプロセスに過ぎないものです。それなのに心を騒がせるのでしょうか。心配するのでしょうか。結局、なぜ心を騒がせて心配するのでしょうか。子どもに問題があるからでしょうか。経済にいろいろな支障があるからでしょうか。健康に支障があるから、皆さん、心を騒がせているのでしょうか。とんでもありません。皆さんは、天命が何かわかっていません。天命を自分の生きる理由にしていないからです。皆さんの生きる理由、目的は、いつも消えてなくなる、フラフラ揺れてしまい変わっていくような、衰えていくようなものでしょう。ときには、地上で一回限りであ終るようなものに人生をかけて生きているのではないでしょうか。家族愛。家族はこの地上での一回限りの制度です。それはいのちをかけるような題材ではありません。神の国、天命です。それが生きる理由です。私たちが息をしている理由です。それで釘を刺しましょう。そうすると、どんなことがあろうが、たとえ濡れ衣を着せられて刑務所に入れられていても、揺れることはありません。私には心配などはもう十字架とともに卒業なのです。死の恐怖？十字架とともに卒業です。自分の欲を全うする？十字架とともに卒業です。イエスはキリスト、私は幸い。天の御国の希望をもって、唯一、天命、福音宣教、この一つの理由のために今日の一日があり、2017年があり、キリストが聖書に書いてある方ではなくて、復活して、神の御座に座って、いまも生きていらっしゃる方であり、自分のキリストでなければいけません。自分はすべての問題が終わりました。もうひとりの助け主がともにおられるものです。何が心配でしょうか。つまり、心配は、これを忘れているからです。
皆さん、2017年をスタートしながら、天命を発見し、心の中心から聞かないといけないのですが、今現在、皆さんにある具体的な、実際的な心配事、不安材料、様々な弱さなどを前にして、イエスがキリストであるということを確認して告白し、そのイエス様が助け主聖霊をとおして、いつまでも明日も永遠にまで私を離れることなくともにおられるということと、私は天命のために生きるものなのだという３つを確認するときにしましょう。心配事だけではありません。そのために普段から毎日祈りのときをもって、「神様、これが…」と祈らずに、祈りの中でこの３つのことをいつも確認するようにしましょう。神様が皆さんを大いに用いられるようになるでしょう。人の努力や重荷を背負って頑張って結果を出す、そういう人生は卒業です。神の御心に従って、主を見上げているのに、自分の能力をはるかに超える神のみわざが現れる人生に私たちは導き入れられたものです。そのことを存分に味わう勝利のクリスチャンであることを心から祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。2017年、兄弟姉妹とともに、神様の天命発見という契約を握ってともに礼拝をささげることができてありがとうございます。いままで当たり前だったことが、信仰告白の前で、おかしいものになるように私たちひとりひとりをあわれんでください。心配、不安、心を騒がすことに打ち勝って、天命を握って主を見上げ、祈り、もうひとりの助け主をとおしてともにおられるイエス・キリストが、自分と自分の歩みに現れることを、ひとりひとりが体験することができるように、2017年を祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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